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 要 旨   
目的： 
日本人、糖尿病男性における飲酒量と死亡率の関連を明らかにする。 

方法： 
全国より無作為抽出した 30 歳以上男女１万人を対象として 1980 年にベースラインを調

査した NIPPON DATA80 コホートから、男性 4018 人についてと飲酒と死亡の関連につい

て検討した。コックス回帰モデルにて、飲酒による全死亡および死因別死亡の多変量調整

ハザード比を耐糖能別に算出した。 
結果： 
男性 4018 人のうち、非糖尿病は 3614 人、耐糖能障害は 195 人、糖尿病は 209 人であっ

た。追跡期間 19 年の間に全死亡 990 例、循環器疾患死亡 328 例、心疾患死亡 157 例を確

認した。耐糖能障害および糖尿病者において、非飲酒者を対照とすると、機会飲酒者およ

び常酒者の循環器疾患死亡ハザード比 HR(95%信頼区間)は、それぞれ、0.43(0.15-0.95)と
0.45(0.25-0.80)であった。また、心疾患死亡ハザード比 HR(95%信頼区間)は、それぞれ、

0.33(0.12-0.91)と 0.31(0.15-0.67)であった。 
結論： 
日本人男性糖尿病者においても一般集団と同様に、飲酒は循環器疾患死亡および心疾患

死亡のリスク減少と関連を認めた。 
 
 

 




